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概要

公益社団法人日本バス協会

会 長 清水 一郎（株式会社伊予鉄グループ 社長）

事業者会員 ２，２62事業者（令和6年10月現在）

バス事業の役割 貸切観光バス （団体輸送）

二次交通 （空港アクセスバス、路線バス）



○深刻な運転士不足
令和6年4月から改善基準告示の改正も相まって、一層人手不足が深刻化。

〇バス輸送の利便性の向上
利便性向上に資するＤＸ化の推進やインバウンド向け路線案内等の情報発信は民間事業者の努力

だけでは限界。

〇バス運送に必要な環境整備
各地域の駅や観光地等における駐車場問題、観光地周辺の交通混雑。

現状・課題

公益社団法人日本バス協会

○２次交通としての路線バスサービスにおける対応
・運転者不足に対応するための省力化の推進
自動運転の本格運行への推進や外国人バス運転士の受入等により路線廃止や減便を抑制できる。
➤自動運転にかかる費用等に対して、国や自治体からの一層の支援。
・ＤＸによるキャッシュレス化やＭａａＳ、多言語対応等の推進等
訪日観光客の利便性を向上することで、２次交通の利用を促進できる。
➤ＤＸ化に必要な国からの支援、海外に向けたバス情報（停留所、時刻、運行情報等）の発信支援
や国による積極的なＰＲ 。特に赤字路線を抱える地方のバス会社に一層の支援が必要。

○貸切バス、定期観光バス等の環境整備の促進
旅行需要の分散化や観光地周辺の渋滞緩和により、オーバーツーリズム対策へ対応。
➤国や自治体に対する修学旅行等分散化の継続的な働きかけ。
➤観光地等におけるバス駐車場等の整備や地域の実情にあった利便性の高い車両導入
（例：２階建バス、連節バス等）への国による支援。

次期観光立国推進基本計画に向けて



完全キャッシュレス化の実現 参考資料



阪急バス・京阪バス・大阪メトロ
大阪万博 来場者輸送
2025年～ 小型～大型バスによる運行

伊予鉄バス
高浜駅～松山観光港
2024年12月～
全国初 完全自動運転路線バス

西日本鉄道
北九州空港～JR朽網駅
2020年～ 大型バスによる運行

富士急行
富士スバルライン、富士みち循環
2024年～ 中型バスによる運行

■観光需要が高い路線における自動運転バス事例

自動運転バスの本格化
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伊予鉄バス 自動運転車両
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阪急バス 自動運転車両

西日本鉄道 自動運転車両


